
ハ

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の

（
ニ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
同
規
則
第
五
条
第
一
項
第
十
七
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
水
圧

試
験
又
は
同
規
則
第
五
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
水
圧
試

験

﹇
新
設
﹈

ニ

高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
に
定
め
る
特
定
設
備
に
当
た
る
も
の

特
定
設
備
検
査
規

則
（
昭
和
五
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
四
号
）
第
三
十
四
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
水
圧
試
験
又

は
同
規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
が
認
可
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
水
圧
試
験

﹇
新
設
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二

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
別
表
第
二
第
二
号
又
は
労
働
安
全
衛
生
法
施
行

令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
機
械
等
で
あ
る
圧
力
タ
ン

ク

圧
力
容
器
構
造
規
格
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
九
十
六
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
水
圧
試
験

二

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
別
表
第
二
第
二
号
又
は
労
働
安
全
衛
生
法
施
行

令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
機
械
等
で
あ
る
圧
力
タ
ン

ク

設
計
圧
力
の
一
・
五
倍
の
圧
力
に
温
度
補
正
係
数
（
水
圧
試
験
を
行
う
と
き
の
温
度
に
お
け
る
当
該
圧

力
タ
ン
ク
の
材
料
の
許
容
引
張
応
力
を
使
用
温
度
に
お
け
る
当
該
圧
力
タ
ン
ク
の
材
料
の
許
容
引
張
応
力
で

除
し
て
得
た
値
の
う
ち
最
小
の
値
）
を
乗
じ
た
圧
力
で
行
う
水
圧
試
験

三

労
働
安
全
衛
生
法
別
表
第
二
第
四
号
に
掲
げ
る
機
械
等
で
あ
る
圧
力
タ
ン
ク

小
型
ボ
イ
ラ
ー
及
び
小
型

圧
力
容
器
構
造
規
格
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
告
示
第
八
十
四
号
）
第
三
十
八
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行

う
水
圧
試
験

三

労
働
安
全
衛
生
法
別
表
第
二
第
四
号
に
掲
げ
る
機
械
等
で
あ
る
圧
力
タ
ン
ク

イ

設
計
圧
力
が
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
も
の

〇
・
二
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
圧
力
で
行
う
水
圧
試
験

ロ

設
計
圧
力
が
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
〇
・
四
二
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
も
の

設
計
圧
力
の
二

倍
の
圧
力
で
行
う
水
圧
試
験

ハ

設
計
圧
力
が
〇
・
四
二
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
も
の

設
計
圧
力
の
一
・
三
倍
に
〇
・
三
メ
ガ
パ
ス

カ
ル
を
加
え
た
圧
力
で
行
う
水
圧
試
験

（
ポ
ン
プ
設
備
に
お
い
て
適
当
な
傾
斜
及
び
貯
留
設
備
並
び
に
油
分
離
装
置
を
設
け
な
く
て
も
よ
い
場
合
）

第
二
十
一
条
の
三
の
三

令
第
十
一
条
第
一
項
第
十
号
の
二
ル
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、前
条
の
措
置（
同

条
に
規
定
す
る
第
十
三
条
の
二
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
措
置
に
限
る
。）を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
漏
れ
た
危
険

物
を
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

（
給
油
取
扱
所
の
建
築
物
）

（
給
油
取
扱
所
の
建
築
物
）

第
二
十
五
条
の
四

令
第
十
七
条
第
一
項
第
十
六
号
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）の

総
務
省
令
で
定
め
る
用
途
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
四

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

六

消
防
法
施
行
令
別
表
第
一

項
、

項
、

項
、

項
、

項
か
ら

項
イ
ま
で
、

項
及
び

項
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

六

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
別
表
第
一

項
、

項
、

項
、

項
、

項
か

ら

項
イ
ま
で
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

﹇
２
〜
５

略
﹈

﹇
２
〜
５

同
上
﹈

（
避
雷
設
備
）

（
避
雷
設
備
）

第
二
十
八
条
の
四
十
二

移
送
取
扱
所
（
危
険
物
を
移
送
す
る
配
管
等
の
部
分
を
除
く
。）に
は
、
第
十
三
条
の
二

の
四
に
定
め
る
避
雷
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
周
囲
の
状
況
に
よ
つ
て
安
全
上
支
障
が
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
八
条
の
四
十
二

移
送
取
扱
所
（
危
険
物
を
移
送
す
る
配
管
等
の
部
分
を
除
く
。）に
は
、
第
十
三
条
の
二

の
三
に
定
め
る
避
雷
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
周
囲
の
状
況
に
よ
つ
て
安
全
上
支
障
が
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
特
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
一
般
取
扱
所
）

（
特
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
一
般
取
扱
所
）

第
二
十
八
条
の
五
十
四

令
第
十
九
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
一
般
取
扱
所
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
一

般
取
扱
所
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
五
十
四

令
第
十
九
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
一
般
取
扱
所
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
一

般
取
扱
所
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

五
の
二

令
第
十
九
条
第
二
項
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
一
般
取
扱
所

以
下
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
一
般

取
扱
所
（
建
築
物
に
存
す
る
も
の
（
建
築
物
の
一
部
に
存
す
る
も
の
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物

に
設
備
等
技
術
基
準
の
例
に
よ
り
、
建
築
物
の
一
部
に
存
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
の
一
般
取

﹇
新
設
﹈

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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